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随 想

福岡女子大学連絡所 国宗 真

国 立大学 の連 絡所 め ぐりが大 体済 んだの で、 そ ろそ ろ公 立大学 の番 に な るか ら 「随 想」 を書 いてみ

ませ んか と、広報担 当者 か ら云 われ たの が昨 年 の夏 頃 であっ た。 会議 な どで議論 をた たか わせ た り、

職 貝組 合 で要 求書 を書 い た りす るの は どち らか と云 えば好 きな方 であ るが、随 想 を書 い た り、会合 で

挨 拶 を した りす るの は苦手 中 の苦 手 で 、ことご とくと云って よい程断 わ って きた。 親戚や 卒業 生の結 婚

式 で も、挨 拶 を しな いで も よいこ と を条件 に して 出席 して いた。 広 報 の随想 も断 わ りつづ け る自信 が

あっ たの であ るが、広 報教育 委 員長 の広 田先生 の巧 妙 な作 戦 に ひっ かか って 、い さ ぎよ く引 き受 けざ

るを得 ない こ ととな った.

現在 マ ンモ ス大学 と称 され る大学 が多数 あ る中 で、当女子 大 は教 員の数 が助手 を含めて50名 た らず、

学生 数 は600名 とい う極 め て小規模 な大学 で 、その小 ささで稀 少価値 を誇 っ て いる。 こ こ数年卒 業 後

プ ログ ラマ ー として就職 す る人が増 えて い るが、女性 に とって も働 きがいの あ る職 業 となって い る。

私 達 の大 学 に は学 生定 貝17名 の家 庭理 学科 があ るが、 こ こで 「計算機 数学 お よび演 習」 とい う学 科 目

が設 け られ て い る。将 来 は この方 向 を強化 して行 きた い。 ほ とん どの国 立大学 ではす でに持 って いる

中型の電 子計 算機 をな るべ く早 く持 ちた い と願 って いる。

当連絡 所 は私 が連 絡所 長 で、私 の研 究室 の助手 が その事務 局長 、 た だ し現 在 の と ころ他 に連 絡す べ

き人 はい ない。1,2年 内 に は もう少 し所帯 が大 き くなる こ とを期待 して いる。

計算機 利用 に関 す る大 きな とりえは、 当女子大 が福 岡 市内 に あって、 セ ンター と非常 に近 い事 で あ

る。 少 し計 算 をつめ てや る と きは、 セ ン ター に毎 日で かけ るこ と もで きる し、 ときには1日2回 往復

とい うこ ともあ る。 連 絡所 と云 えばセ ン ター の出先 み た いな もの で あるが 、私 の方 ではセ ンター の こ

とを福 岡女 子大 学大 型計 算機 セ ンター箱崎 出張所 と潜称 してい る。 全 国共 同利用施 設 とい うものは私

達小 さな大学 に属 す る もの も、 自分 の物 の ような顔 を して威 張 って利 用 で きるの であ るか ら、本 当 に

有難 いこ とで ある。

昨 年12月 に は、TSS端 局設 置 をセ ンター か ら認 め られ、新年 度 に は購 入 の ため の予算 も県が認 め

て くれ た。120万 程 の機 械 で あ るが、県 が年度 当初 か らこの よ うな特 定 の機械 購 入の ため に予 算 を認

め た ことは極 めて珍 ら しい こ とで あ る。 お かげ で箱 崎 出張所 までわ ざわ ざでか けな くて も、か な りの

こ とが で きる ことに なるの で、今 か ら楽 しみに して い る。

この2年 程 セ ン ター で相 談 貝 をや って いる。 相 談員 とい う仕事 は週2時 間拘 束 され るこ とにな るが

私 に とっ て莫大 な効 用 を持 って い る。 そ して有難 いこ とはセ ン ター は 私 の よ うに貧 弱 な 知 識 を持 っ

てい る者 で も結構相 談 員 として認め て くれ る。小 さな大学 の教 員 は講 義 な どの持 ち時間 も過大 で あ る

し、雑 用 も多 い。 と もすれ ば 仕 事は中 断 しが ちで ある。 週2時 間 セ ン ター にで て くる こ とは 私 に

とって仕事 の はげみ となって い る。不 精 な私 はマ ニュ アル を正確 に読 んで仕事 にか か るよ うなこ とが

で きな い。何 度 も失 敗 を重 ね て は少 しずつ利 口 にな る方 法 を取 って い る。 しか し自分 だ けの失敗 は い

くらや って もその試 み の範囲 は極 め て限 られ て い る。相 談員 を して いれ ば 、他 の 多 くの人 の失敗 を見 て



利 口 にな るこ とがで きる。 ま た相談 に来 られ て も私 にわ か らない よ うな内容 の もの、場 合 に よって は

かな り高 度 な内容 の もの も含 まれて い る。私 は責 任上 セ ンター の 人に相談 して教 えて もら うこ とにな

る。 つ ま り私 は公 然 と毎 週 セ ンター の人 か ら(そ れ は受付 の 人、 オペ レー ター 、事務 局の 人、開 発部

の人 な どいろ いろ であ るが)直 接 懇切 丁寧 にい ろん なこ とを教 えて も らう ことがで きる。 また相 談 貝

の中 に は色 々 のパー トでのベ テ ランが居 て 、その 人達 とも親 し くな る こ とが で きる。 また そのベ テラ

ンたち と くる と例 外 な しに親切 な人達 であ るの で いろん なこ とを習 うこ とがで きる。計 算機 の利 用 に関

しては セ ンターの専 門家 よ り、ユ ーザー の方 が よ く知 って い るこ ともか な りあ るの で あ る。 またセ ン

ター の 人 を覚 え たおか げで 、計算機 の利 用 あ るいは運 用 に関 しての苦 情 、改善 の意 見 な ども遠 慮 な く

提 出す る こ とが で きる。私 はそ のお礼 と して週2時 間 をユ ーザ ー に奉 仕 して、ユー ザー とセ ンターの

取 り次 ぎ役 を したい と思 って いる。

計 算機 セ ンター は共 同利用 の施 設 で あるか ら当然 だ と云 っ て しまえ ばそれ までの こ とであ るが、 お

よ そ官公 庁 と呼 ばれ る ものの なか で、セ ンター程 利 用者 の立場 を考 え、利用 者の 苦情 、要望 、意 見 を

求 め 、 それ に副 うよ うに努力 して い る ところは あ ま りないの で はなか ろ うか。 要望 な どは文 書 に よっ

て始 めて公 的 に取 り上 げ やす くなるの であ るが 、ユー ザー か らの具 体 的 な要望 提 出 は あ ま りに も少 な

す ぎるよ うに思 える。2月 末西 利協 の総 会 があ って出席 したが、 せ っか くの連絡 所 の あつ ま りに して

は、ユー ザー か らの苦情要 望 の取 り次 ぎが少 なす ぎた ように思 っ た。

毎年1月 ～3月 は計算機 の 非常 に混 む時期 で俗 にymastereffectと 呼 ばれ て いる。(大 学 院マ スタ

ー コー スの卒論 〆切 の影響 が 多い とい う意 か!他 の研 究者 、特 に出 張 利 用 者 はな るべ くこの時 期 を

避 け て仕 事 を した方 が賢明 で ある。)こ の時期 に はオペ レー ター も過 労 に な り、 ター ンアラ ウン ドタ

イム も大 巾に長 くな り、ユ ーザー も深 刻 に な り、 ロ ビー には一・種 の殺 気 を感 ず る よ うに なる。 出張利

用 者 も増 えて くる。3日 の出張利 用 に何 程 の成 果 も得 られ ない まま帰 る人 が増 え る。私 は九大 セ ンタ

ーが まだな くて、東大 まで出張 した と きの こ とを思 い出 し、 出張利 用者 の優先 利 用 を もっ と徹 底 させ

ね ば と考 えて い た。 この欄 を利 用 して その ための議 論 を展開 したい と思 って いた。 さ いわ い2月 末 の

西利協 総 会 で、 その よ うな措 置 を取 るよ うに なった との説明 が あっ たの で私 の議 論 の展 開 は不 用 とな

った。

また システム障害 によ り、何 も実行 しない で戻 され た ジ ョブ に対 して は優 先 的再1汁算 が必要 と考 え

主張 して いたの で あるが、 これ も3月 か ら実 施 され る こ とに なっ た。 お かげ で この欄 を利用 してセ ン

ター に苦 情 を述べ るたの しみが ま た1つ 減 っ て しまっ た。

しか し苦情 の たの しみ の大 きなの が1つ 残 って い る。TSSだ 。 しか し書 き出 せば 長 くな りす ぎる

の では しょる こ とにす る。私 はTSSの 初 期 か らの 利用者 の1人 で あ るが、 セ ンターの ロ ビー端 局 を

もっぱ ら利 用 して い る。 こ この利用者 の 間 では 「寛 容 と忍耐」 がモ ッ トー で あるが 、現 在 に お いて も

この モ ッ トー は極め て大切 であ り有効 であ る。 精神 修養 の場 と して推奨 す るこ とが で きる。 しか し一

度 このTSSに 取 りつ かれ た人達 が それ に もか かわ らず 、何 年 もね ばっ て いるの はそ こに大 きなメ リ

ッ トが あ るか らであ る。(こ の内容 につ いて は ここで はふれ な い。)い ずれ に して もTSSサ ー ビス中

の計 算機 の振 る舞 い は利 用者 に取 っ て理 解 しが た い点 が 多す ぎるの で ある。TSS運 用 の'直接 の責任



者 が 、直接 ロ ビー 利用者 とサ ー ビス時 間中 に対応 して、計算 機 の動 きを監 視 し、端局 よ りの 入力 と出

力 との関 係 を明確 に させ るよ うにすれ ば 、割 りに短期 間 の うちに、色 々な欠 陥 を指摘 す るこ とがで き

るの では ないか と考 え る。TSSサ ー ビス時間 は普 通の勤 務時 間外 が割 りあて られ て い るので 、 この

よ うな こ とは セ ンター職 員に取 って は大変 なこ とで はあ る と思 うが、 あ る期 間 この こ とは必要 なの で

は ないか。利 用 者の 中 に もそ の ため積 極 的 に協 力 して くれ る奇 特 な人 は かな らず居 る と信 ず る。 その

他TSSに 関 す る要 望事項 を適当 な機 会 に提 出 したい と考 えてい る。

計 算機 のハ ー ドウェ ア、 ソフ トウェ アの こ とにつ いて、私 は無知 であ るた め に、時 にいろん な妄 想

が生 まれ た り消 えた りす る。その ひ とつ。ター ンア ラウ ン ドタ イムが長 くな ると計算機 は もっ と能 率 よ

くな らない もの か と考 え る。 マ ルチ ジ ョブ 、マ ルチ プ ロセ シン グとか い うの で小 さな ジ ョブで あれ ば

並行 して2つ3つ の計算処 理 が お こなわれ る とか聞 く。 い まこ こに コア使 用 が64kwい っぱいで3(〉分か

か るジ ョブがあるとす る。 この30分 の問 コアは64KW占 有 され たままであるのに、時間の流れに応 じて計算機

が コアの内容 を出 し入れ しているのは各瞬 間 各 瞬 間 ご く… 部 分 にす ぎないようである。 これ は まこ とに も

ったい な いよ うに思 う。1つ の ジ ョブの 中 で もお たが い独 立 に行 なえ る計算 部分 はい くつ も並行 して

走 らせ るこ とはで きな いだ ろ うか。 一 番簡単 な例 として1000個 の数 の た し算 を考 えよ う。

これ を例 えば10に分割 して並行 して100個 ずつ の和 を取 り、 さらに その累計 を求 め る よ うにす れ ば計

算時 間 は数分 の1に な らな いだ ろ うか。 いつか 食堂 で九大工学 部 の牛 島先生 に伺 った ら、10年 程 前 に

はそれ に関す る論 文が でて い たこ とがあ る とか。 あ ま り時 間 もなか っ た し、私 に はむつ か しそ うであ

ったの で、 くわ し く知 るこ とはで きなか った。

下手 な随想 は書 き出す と長 くな りす ぎ、い ずれ に しろ編 集者 を困 らせ るこ とに変 わ りなさそ うで あ

る。 その顔 を思 い うかべ なが ら、筆 をお くこ とに しょ う。
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